
ぬいぐるみ 

 
ピアノの調べは暖かく 
コタツの上の御前は目を細め 
何処を歩くのだろう 
思い出か 
それとも夢か 

 
俺も御前も何も言わず 
同じ色に染められた思いを 
静寂という響きを聞いている 
それぞれに 
そして肩を寄せ合って 

 
御前の背中は淋しげで 
振り返ろうとしない 
俺の頬ずりにさえ 
大切なものがある 
重なる思いに 

 
蝶ネクタイを締めて 
何かをつかもうと手を伸ばし 
俺の手を引いてゆく 
小さな部屋の外へ 
大気の中へ 

 

ああ、現在
い ま

でない時間
と き

 

俺も、そして御前も 
微細で、そして広い世界 
夢見る者よ 
ああ、そして流浪う者よ 

 (1987.2.5) 


